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航空機(無人ヘリ コ プター を 含む) を 利用した農薬散布の

現状とこれからの 研究課題ーその 1 現状一

農 林水産航 空協会 農 林航 空技術セ ン タ ー

は じ め に

農林水産業 に お け る 回 転翼航 空機 ( ヘ リ コ プ タ ー) の

利用 は ， 我が国の産業聞 に お け る 成長 の 較差 を埋め る 画

期的な省力 技術のーっと し て 期待 さ れ て 取 り 上 げ られ て

以 来， 利 用 分野 に 様 な々 変遷を 見 た が， 今 も な お 多 方面

に わ た っ て 利 用 さ れ て いる 。 現在の 利 用 分野 は ， 有人ヘ

リ コ プ タ ー (以 下， 有人 へリ と 略) に お いて 農業関係 で

は ， 水稲 ・ 果樹 ・ 畑作物病 害虫 防除， ミ パエ類防除， 草

地施 肥等 で あ り ， 林業関係 で は 森 林に お け る 病 害虫 ・ 雑

草防除， 野 そ 駆除， 治山等 で あ る 。 中で も 農 林業関係 に

お け る 病 害虫防除 (以下， 雑草 ・ 野 そ 等 防除 を 含 め て 航

空防除 と 略) に お け る 利 用 が主 体で あ る 。 一方， 有人 へ

リ に よ る 作業 を 補完 あ る いは 代替す る 目 的 で開発 さ れ，

1 99 1 年度 に 実 用 化さ れ た 無人 ヘ リ コ プ タ ー (以下， 無

人 へリ と 略) は ， 小 回 り の効 く 特性が生か さ れ， 主 に 水

稲の病 害虫 ・ 雑草防除 お よ び畑作病 害虫防除 (以下， 無

人 へリ 防除 と 略) に 利用 さ れ て いる 。 な お ， 海外で は 農

薬 散布 に 固定 翼機 ( 飛行機) が主 に使用 さ れ て お り ， 無

人 の 農業用小型 固定 翼機 も 開発 さ れ農薬 散布 に 供試さ れ

て いる ( HrrZLER， 1 993) 。 南 ヨ ーロ ッ パ の 一部 で は 有人

へりも 利 用 さ れ て お り ， ポ ーラ ン ドで は利 用 面積が 増え

つ つ あ る ( BIRSKI， 1 989) と 言う 。 我 が 国で は 固定 翼機 も

試験的 に 一時使用 さ れ た が， そ の利 便性か ら 有人 ・ 無人

へリ に よ る 農薬 散布 ( 空中散布) が定 着し た 。

ここで は ， 農 林業 に お け る 病 害虫 ・ 雑草 ・ 野 そ 等防除

を 対象と し た 空中散布の利用状況 お よ び 散布方法 に つ い

て 述べ る 。

I 航空防除 お よび無人へ リ 防除の現状

航 空防除 に よ る 面積 を利 用対象別 に 見 る と ， 南西諸 島

に お け る ミ パエ類防除， 水稲病 害虫防除， 林野 に お け る
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害虫 ・ 野 そ 駆除， 畑作 ・ 果樹の病 害虫 防 除の 順に 広 く 利

用 さ れ て お り ， 1 985 年 代 以 降 この 順位は 変わ っ て いな

い (表 1 ) 。 無人 へリ 防 除 は ， そ の 利 用 実 績の 推移 を 実

施面積で見 る と ， 機 体の 普及 と オ ペ レ ータ ー要 員 の 増加

と と も に 年 大々 幅に 伸びて いる (表-2) 。 この 背景に は ，

小回 り が効 き 機動性 に 優 れ て いる こと も あ る が， 適用作

目 の拡大や地上防除 と 同等 の 簡易な 防除 方 法 と し て 受 け

入 れ られ や す いこと も 見逃 せ な いで あ ろ う 。 2000 年 度

の 主 た る 利 用 分野 は ， 水稲病 害虫 ・ 雑草防除， 畑作病 害

虫防除お よ び 林野 害虫 と な っ て いる ( 表 3) 。

1 水稲病害虫防除

1 958 年 か ら開始 さ れ た 水稲 病 害虫 の 航 空防 除 に よ る

防 除 面 積 は ， 85 年 代 か ら89 年 頃 に か け て ピ ーク に 達

し ， そ の 後 徐々に 減少， 現在で は 最 盛時 の 半分以 下と な

っ て いる ( 表 -1 ) 。 この 背景に は ， 騒音等 の 危被 害， 住

宅 ・ 人 口 密 集地 ・ 公共施設 な ど周辺地区 に お け る 環境問

題， 地上要 員 の 確保 の難 し さ ， あ る いは 水 回転作面積 の

拡大等 社会 経済的な側面 に よ る 要 因が あ る 。 一方， ここ

最近 に お け る 病 害虫 に よ る 被 害面 積 や 被 害量 を 見 る と

(表-4) ， 異常気象に 伴 う いも ち 病 な ど の 被 害が大 き か っ

た 平成 5 年 と 3 年 を 除 いて 横ばい~減少傾 向を 示 し て い

る 。 この 背景に は ， 箱施用 剤 や 水面施用 剤 な ど長期 残効

性の薬剤等 を使用 す る 防除 技術の 向上 に よ る 本回初期病

害虫 の徹底 防除 に よ る と ころ が大 き いと 考え られ て いる

が， 広 域一斉防除 と そ れ に よ り 蓄積 さ れ た 抑制効果 も 見

逃せ な いと の 指摘 も あ る 。

対象病 害虫 は航 空防除実施以 来， 継続 し て いも ち 病 ・

紋枯病 ・ ウ ン カ ・ カメ ム シ類 な ど病 害虫 同 時防除 の 実施

面積が多 く ， 次 いで いも ち 病， ウ ン カ ・ ヨ コ バイ 類の 単

独防除 と な っ て いる (表 ー1 ) 。 ま た 主 な 使 用 農薬 を 剤型 で

見 る と ， 東北地 区 は 微 量 剤， 北海道 ・ 関 東 ・ 東海 ・ 北 陸 ・

九州地 区 は 液剤 と な っ て いる 。 無人 へリ 防除 は ( 表 一 2 ) ，

最近で は 航 空防除の減少分 を 補う 数字に 近 い伸び率 を 示

し ， 空中散布面積 の 約 3 割に 達し て いる 。 主 な 対象病 害

虫 は いも ち 病 と カメ ム シ類 で， 使用 さ れ て いる 剤型 は 液

剤少 量及 び粒剤 で， 特 に 後者 の 使用 が 伸び て いる 。
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表 -1 利用対象別航空防除閣僚の推移事

利用(作業)区分 昭和35年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成元年 平成5年 平成10年 平成12年

水稲病害虫防除面積計 17，915 1，007，930 1，150，248 1，414，514 1，610，899 1，696，533 1，597，269 942，171 776，851 

い も ち 病防除 13，427 155，622 257，662 574，240 664，367 621，562 613，250 293，834 174，568 

紋枯病防除 2，078 3，5:14 2，183 1，282 。 。 3，167 

ウンカ・ヨコパイ類防除 2，733 369，630 268，438 178，799 141，752 130，481 60，331 6，813 6，572 

ニカメイチュウ防除 1，755 88，956 97，719 41，151 22，193 17 ，938 15，396 3，146 5，567 

病害虫同時防除 387，127 511，267 600，875 780，193 922，827 907，482 637，801 586，735 

その他水稲病害虫防除 4，517 11，658 17，266 2，394 2，443 。 577 242 

畑 作病害虫防|徐面積 計 7，719 18，056 49，943 :\9，525 37，711 24，734 13，423 7，093 

茶・桑病害虫防除 3，254 5，047 2，550 5，845 3，036 164 。 。
畑 作・野菜病害虫防除 4，466 13，009 47，393 33，680 34，675 24，570 13，423 7，093 

果樹病害虫防・i除面積計 12，416 10，770 8，593 11，369 8，780 5，442 3，951 3，920 

リンゴ病害虫防除 65 4，000 4，030 3，735 3，735 2，840 3，280 

ミカン病筈虫防除 11，072 5，379 2，856 2，003 1，880 。 。 。
栗他果樹病害虫防除 1，279 5，:\91 1，737 5，336 3，165 1，707 l，lll 640 

ミパエ類等防l徐 133，780 1，297，406 1，182，351 2，526，967 7，788，146 4，029，436 2，673，692 2，739，039 

家畜衛生害虫防除 6，517 6(1，:l64 25，510 8，040 3，142 60 。 。
林野害虫防除 47，802 9:1，305 291，015 320，191 256，293 194，081 107，168 94，649 

林野雑草防除 30，551 1，883 4，749 3，928 2，373 2，496 1，021 472 

林野野鼠駆除 96，547 273，484 4:n，645 310，470 235，968 233，399 175，288 112，761 105，548 

首|ー 35，830 2，418，929 2，951，385 3，577，844 6，418，680 11，769，401 7，655，981 4，813，732 4，515，436 

事各年度植物防疫課農林水産航空関係資料より.

表-2 無人ヘリコプタ一利用実績の推移事

機体数 オベレー7- 防l除等実施面積(ha)
年 度

(機) (員数) 水 稲 ムギ ダイ ズ他 言|

平成3年度末 123 666 6，155 6，155 

平成4年度末 167 1，071 18，347 20 102 18，469 

平成5年度末 307 1，650 37，753 37 165 :17，955 

平成6年度末 413 2，401 71，058 61 134 71，253 

平成7年度末 627 3，301 110，127 110 337 110，574 

平成8年度末 822 4，520 145，030 320 1，232 146，582 

平成9年度末 992 5，037 186，252 739 2，130 189，121 

平成lO年度末 1，151 5，881 215，259 2，560 8，389 226，208 

平成11年度末 1，2H4 6，690 254，496 7，042 14，605 276，143 

平成12年度末 1，420 4，459 308，434 11，055 24，093 243，5H6 

'各年度植物防疫課農林水産航空関係資料等より.

2 畑作・ 果樹病害虫防除

1 950 年代 後 半 か ら 開始 さ れ た 畑作 ・ 果樹病害虫 の 航

空防除 面積 は ， 70 年代後半�80 年代 ま で 増加 し た が そ

の 後 徐 々 に 減少 し て い る ( 表-1) 。 そ の 要 因 は ， 水稲 と

同様 に 社会 経済的な側 面は も ち ろ ん の こ と ， 栽培 規模の

狭隆さ ， 収穫時期 の 不 斉 ーさ に あ る 。 現在， 畑作物 で

は ， ム ギ類の赤か ぴ病， ダ イ ズ の 紫斑病 ・ カメ ム シ類 ・

マ メ シン ク イ ガ な ど， 果樹の ク りで は モ モ ノ ゴ マ ダ ラ メ

イ ガ の 防除， リ ン ゴ で は 野 そ 駆除 な ど比較的 集団 化さ れ

た 栽培地 に お い て 利用 さ れ て いる 。

無人 へリ 防除 は ， 中 山 間地 の 果樹栽培地 帯で そ の機動

性 を 生 か し た 利 用 が期待 さ れ た が， 伸び 悩ん で い る 。 し

表 -3 平成12年度無人ヘリコプタ一利用実績の内訳

作 物 対象作業 実施面積 (ha)

水 稲 病害虫防l徐 300，393.6 

雑草防除 2，452.0 

その他 468.6 

制 作 麦類病害虫防除 9，965.0 

豆類病害虫防除 21，978.6 

野菜他病害虫防!徐 396.2 

その他 356.4 

果 樹 柑繍類病害虫I\Ij除 24.4 

林 野 松病害虫防除 930.4 

か し ， ム ギ， ダ イ ズ な ど の 畑作 振興と そ の 主 要病 害虫 に

対す る 適用農薬が 揃ったこ と も あ り 利用 面積 は 年 々増加

し て いる ( 表ー2) 。 現在， 畑作物 で は ム ギ 類 赤 か ぴ病 ・

雪腐病 ・ ヒメ ト ピウ ン カ・ ア ブ ラ ム シ類， ダ イ ズ 紫 斑

病 ・ サ ヤ タ マ パエ ・ シロ イ チ モ ン ジ マ ダ ラ メ イ ガ ・ ハス

モ ン ヨ ト ウ ・ カメ ム シ類， ダ イ コ ン ・ キャ ベ ツ の コ ナ

ガ ， タ マ ネ ギ べ と 病 ・ 灰 色 腐 敗病， ア ス パ ラ ガ ス 茎枯

病， ヤ マ ノ イ モ 葉 渋病 ・ 炭痘病， ア ズ キアキノ メ イ ガ な

ど， 果樹 で は 柑橘類 灰 色 か び病 ・ 黒 点 病 ・ ア ブ ラ ム シ

類 ・ ア ザ ミ ウ マ 類 ・ ケ シキ ス イ 類 な ど の 防除 に 利 用 さ れ

て いる 。 今後， 保 護殺菌剤や抵抗性誘導剤 あ る いは 生物

農薬 な ど さ ら に 適用拡大 を 促進 し ， 利 用 の 間口 を 広 げる

こ と に よ って ， 利 用 面積 は 増加 す る も の と 期待 さ れ て い

る 。
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表 4 JIÀj'，I;�tによる!.K稲の被��1;' * 

"1 次
ノk稲作十l Ji河川被';1; 持古川il; いもち病被 l<il!dtべ防

mHj'1 (ha) illiW (ha) ([) '.'ilúifl'i (h，，) |咋Illift'{ (h，，) 

、I<I!足元"f 2，1197，11110 1，262，000 :105，100 522，800 4，8(jO，015 

、I</&: 2 "1' 2，055，000 1，065，000 2:l1，OOO 414，600 4，790，792 

、V'/&: :3 "ド 2，049，1100 1，295，000 40(j，(jOO 719，200 5，1:3!J，!H5 

、I':/&: 4 "ド 2，1()(;，OOO 1，022，000 222，500 :174，900 4，554，5:35 

、I':/&: 5 "ド 2，127，000 1，774，000 725，800 1，097，000 (j，04!J，241 

‘|ιI&: 6 "ド 2，200，000 69:1，800 104，!JOO 280，900 4，5(j(j，242 

、|ιI&: 7 "ド 2，106，000 1，I09，OOO 270，!JOO 576，000 4，(j85，845 

平I&: 8 "ド 1，967，000 829，400 15:3，500 405，500 4，1:36，:173 

、|ιI&: 9 "ド 1，944，000 975，300 211j，800 498，500 :3，995，S89 

、|ιI&: \0 "ド 1，793，000 1，022，000 268，700 572，900 :3，(j85，!J90 

"I</&: 1I "1 1，780，000 795，600 165，100 :119，OOO :um，(j!J8 

• iキ"1'1変良薬要'ftより.

3 森林病害虫防除

1 960 年代 に は カラ マ ツ 先 枯病 な ど の 梢存や マ ツ ケ ム

シ・ ス ギ タ マ パ エ な ど の 書虫 防 除 に も 平IJ 111 され て い た

が， 現在 は 松 く い 虫 防 |徐の み で あ る 。 ま た 以 前は 国有林

が 主 体で あ っ た が， 現在 で は 民有 林が ì:体と な っ て い

る 。 1 985 年代 を 境 に 減 少 を 続 け 現 ず1:で は 当日寺の 1/:1の

実施 面積 と な っ て い る ( 表 一 1 ) 。 使 川斉IJ 刑は 全て 液剤で，

2000 年度 に お け る 散布 方 法 は ， 通 常散布j 96.4%， ガ ン

ノ ズ ル に よ る ス ポ ッ ト 散 布2 . 2% ， カー テ ン 散布 1 . 4%

で， こ の他単木 散布 も 行わ れ て い る 。 ま た 実施而積は 小

さいが， 無人 へリ に よ る 松 く い 虫 防 除 も 約1 ， 000 ha で

fiわ れ て い る 。

4 雑草防除

航空防 |徐は， ヒノ キ， ス ギ 造林地 に お け る ク ズ ・ ス ス

キ・ サ サ ・ 落葉 海木 ・ 革本類 な ど の 下刈 り Jìj�ì'TIJ の 散布

に 利 用 され ( 表 1 ) ， 剤却は 微粒 剤 で あ る 。 水 聞 に お け

る ノ ビ エ 等雑草の発生 前か ら 生 育fJJWJの 空中散 布に は 無

人 へリ が利 用され て いる 。 剤型 は粒剤か 液剤 (柿I下剤)

で あ る 。 こ れ ら 適用 農 薬の 多 く は ， 拡 散型l:に 優れ る た め

均一 に !睦11伴際 ま で 散布 す る 必要性 が な し 3 。 ま た ， ド リ フ

ト (飛 散) 対策 と し て ， 斜 行飛 行あ る い は イ ン ペ ラ の がl

転数 を 調節す る こ と に よ る 額縁散布 法 な ど， 散布法 に .T

夫 ・ 改善がな され た こ と も あ り ， そ の利 「日間積は 年 々附

加の傾 向に あ る 。

5 その他， ミパエ類防除， 野そ駆除等

1 969 年 に 開 始 さ れ た ミ パ エ 類 の 航 空 防 |徐は ， 84年に

東京都， 89 年 に 鹿児 島 県で の 事業 が大 き な 成 果を 得 て

終了し た 。 以後防除 面積は 減 っ て い る が再侵 入防止 と ア

リ モ ド キゾ ウ ム シ板絶防除 も 加わ り ， m{Eで も 農業関 係

では 依然 と し て 重要 な 事業 と し て 位間づ け さ れ て いる

(表一 1) 。 な お ， ミ パエ 類 の 防 除は ， 当 初ミ カン コ ミ パ エ

被'E17111 Hlilf被許 被者-11t: ウンカ被害 同右延べ�Jj 被害蛍

([) jlrifi't (ha) ([) jlrifJ'l (ha) 除面有i (ha) ( t)  

166，400 5 H;， 900 48，2011 114，500 4，125，272 16，800 

116，100 609，700 75，9011 206，300 4，8\0，774 39，700 

:l05，:100 696，700 87，600 2:35，800 4，793，167 48，200 

104，400 520，900 52，000 115，000 :3，929，900 16，400 

597，800 659，100 66，800 116，700 4 ， :m ，606 18，700 

54，100 51;'， \00 41，:100 84，300 3，742，159 8，260 

191，000 716，700 64，500 \09，700 3，561，283 13，200 

95，900 567，300 43，800 69，000 3，341. 090 7，280 

146，\00 524，000 40，800 76，900 3，225，777 9，730 

201，200 ;'89，800 74，100 144，100 3，593，8:12 40，400 

84，200 657，300 61，500 82，900 3，061，515 13，000 

を 対 象 に 誘引 板 ( テ ッ ク ス 板) に よ る 誘殺防除が 中 心 で

あ っ た 。 そ の 後 ウ リ ミ パエ を 対象と し た 不妊虫放飼が 中

心 と な り ， 現在で は 八重山群島 に お いて 再侵入 防除 が行

わ れ て い る 。

航空 |釣|徐に よ る 野 そ 駆除 に は ， 誘食剤 を 配合 し た りン

化斑鉛粒剤 と ダ イ フ ァシン 系粒剤が使用 さ れて いる 。 現

在， 山林， リ ン ゴ 園お よ びサ ト ウ キ ビ畑 で実施 さ れて い

る 。

H 航空防除および無人へリ 防除用適用農薬について

空 中散布 に 使用 され る 農薬 は 低 希釈 ・ 高濃度 で使 用 さ

れ る た め ， 地上 散布 の 処 方で は そ の ま ま 適用 で き な い 。

そ の た め ， 作物 残留性， 薬 害な ど安全性 な らび に 防除効

果に お い て I也t散布 と は 別 個 に ， ま た 航空防除 と 無人 へ

リ 防 |徐 に つ い て も そ れ ぞ れ別 個 に 試験 ・ 評 価された 薬剤

が適用殺録 され て いる 。 ま た ， 希釈倍 数 お よ び面積 当た

り 散布散は 地ヒ散布 と 航空防 除 お よ び無人 へリ 防除 と で

は そ れ ぞ れ別個 に 定 め られ て いる 。 な お ， 航 空防除 と 無

人 へリ 防 除 に お い て 別 々に 適用 登録さ れ て いる 理由は，

農薬等 散布方法 に お いて 大差 は な い が， 飛行 高度 ・ 飛 行

速度 な ど 散布飛 行諸 元 ( 図 一 1 ) が異 な る た め で あ る 。

皿 航空防除(無人へりを含む)の散布方法の現状

空 中散布 に 月jいられ る 農薬 は ， 液 剤 散布， 液剤少 量 散

布， 微 力t散布， 微粒剤 散布， 粒剤 散布 お よ び粉 剤散布に

類別 され て いる 。 そ し て ， 液 剤 散布 は ha 当た り 301以

L液 剤 少 量散布 は 81 (8�30 1未 満 ) ， 微 量 散布 は 原

液 11 (8 1未 満) ， 微 粒剤 ( l06�300 μm 以 下 の 粒子)

散布 は 3�4 kg， 粒 剤 (300 μm 以 上 の 粒 子) 散布 は

1� 1 . 5  kg， 粉 剤 (45 μm 以 下の 微 粉) 散布 は 3�4 kg

の 散布 杭と な っ て い る 。 1 973年以前 に 利 用 さ れ た 粉剤

一一 1 5一一
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図 ー 1 作種ヘ リ コ プ タ ーの 大 き さ と 全面lJ:'T(': l t: お よ び散布飛行諸元

は ， 他 の 剤型 に 切 り 幣 え ら れ， 一時散布効率 の 向 い 微711

散布 や 液 剤 少量 散布 の 割 合 が 高 い 時期 も あ っ た が， 現

在， 水稲で は 液剤， 微量， 液少， 粒剤， 微粒剤散布， 林

野 で は 液剤， 粒剤 (殺 そ 剤 を 含 む ) ， 微粒 剤 の 順 に 向 い

利 用 面積 と な っ て い る 。

こ れ ら 薬剤 の う ち ， 水稲 の 空 中散布専用剤 は 希釈倍率

と 散布量 の 点 で地上散布剤 と 異 に す る が， 同一斉iJ型 ・ 成

分量であ る 。 な お ， 水稲 で は ， 液剤， 微量， 液剤少i詮，

粒剤散布 な ど の 散布法が採用 さ れ て い る が， 薬剤 の被w

率が防除効果 に 影縛 す る 野菜や果樹に お い て は， 波放の

多 い液剤散布法 を 採 る こ と が多 い傾向 に あ る 。

1 微量散布

微量散布 ( ULV) は ， 航空機 の 利 用 コ ス ト 低減 と 作

業の効率化 を 追求 し た 方法で， 迷心力 を 利 用 し た ロ ー タ

リ ー ア ト マ イ ザ ー で原液 か低倍率希釈液 を 散布 (8 t 未

満/ha) す る 方 法 で あ る 。 噴 霧 粒 子 は 微 細 ( 平 均 100

μm 程度) で あ る が， 濃厚液で水分蒸発が少 な く 地表到

達性 は 良 く ， 降雨の影響 も 受 け に く い傾向が あ る 。 水稲

で は 比較的広 い事業面積 を 持 つ 東北 で使用 さ れ て い る 。

ま た 無人へ リ に よ る 水 田 除草剤の 原被散布 に は専用 の 滴

下用 ノ ズ ル あ る い は チ ュ ー プが斤J p ら れ る 。

2 液剤少量散布

液剤少量散布 は ， 微量散布の 特長 を 生 か し ， 微量散布

の 困難 な作物 ・ 病害虫 ・ 地域 に も 適用可能で高能率散布

を 目 的 と し た も の で あ る 。 ま た ， 液剤散布 で は 多量の水

を必要 と す る た め に ， 低倍率で希釈 し て 散布量 を よ り 少

な く し て い る 。 散布装置 は 微量散布 と 兼用 で あ る 。 し か

し ， 乳剤 ・ 水和斉IJ を 水 で希釈 し て 散布す る た めl噴霧粒子

一一一 1 6

の落下途中 に お け る 水分蒸発が大 き し l二舛気流の影科:

を 受 け や す い 。 こ の た め ， ド リ フ ト 防止 に ， 原則 と し て

散布液 に 展着剤 の ア ロ ン A 添加 を 奨励 し て い る 。

3 液剤散布

液剤散布 は ， 微量 ・ 少措散布 に 比;1攻 し 散布設が 多 く ，

30�60 l/ha で あ り ， 散布粒子 の 粒径 も 大 き い こ と か ら

作物 の 植叢 ・ 樹冠 内 部 へ の 到 達 '性 も 良 い の が 特長 で あ

る 。 薬剤の希釈倍率 を 高 め る こ と がで き る た め ， 混用範

囲が広が り 同時防除の適用性が広 が る こ と か ら ， 航空防

除 の 最 も 代 表 的 な 散布方法 と な っ て い る 。 散布装置 に は

液圧 を 利 用 し た ホ ロ ー コ ー ン ノ ズ ル が使用 さ れ， ノ ズ、 ル

の種類 は 薬液の吐出量 に よ り オ リ ブ ィ ス デ ィ ス ク と コ ア

ー を 変更 し て 使用 さ れ て い る 。 液剤散布 も 少量散布 と |司

様 に 乳剤 ・ 水和剤 を 水 で希釈 し て 散布 す る た め ， 特 に 微

細I噴霧粒子 は落下途中 に お い て 水分が蒸発 ・ 消失 し て 上

昇気流の影響 を 受 げ や す く な る こ と か ら ， 液剤少量散布

と 同様 に 原則 と し て 散布 液 に 展着 剤 の ア ロ ン A 添加 を

奨励 し て い る 。 な お ， 翼端渦流 に よ る 微細粒子の漂流飛

散 に 及 ぽす影響 の 大 き い こ と が明 ら か に さ れ て 以米， ブ

ー ム 短縮型散布装置 が使用 さ れ て い る 。

4 粒剤散布

空 中 散布 に 利 用 さ れ る 粒 剤 に は ， 水稲 に お け る 殺菌

剤， 水稲 ・ 畑 作物 ・ 森 林 造 成 な ど に お け る 除 草 剤， 林

地 ・ 畑作 に お け る 殺 そ 剤等 が あ る 。 こ れ ら の散布装置 は

イ ン ペ ラ が回転す る 遠心力 を 利 用 し て 散布 さ れ る 。 粒剤

は ， 製剤 の種類 に よ り 粒径や質量が異 な り ， こ れが分散

幅 に 影響す る 。 特 に ， 除主主剤 は 周 辺作物へ の 留意 が肝要

で あ り ， 作業実施前 に あ ら か じ め 有効散布幅 を 確認 し て
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飛行間隔 を 決定 す る 必要 が あ る 。 こ の た め ， 水稲 に お け

る 殺菌剤 ・ 除草剤， 森林 に お け る |除草 ・ 殺 そ 斉IJの 散布 に

当 た っ て は適用機種 ご と に 散布装lift， 飛行諸元， 散布間

隔 な どが作業実施基準 で定 め ら れ て い る 。

5 微粒剤散布

微粒剤 は 粉粒 剤 の 一 種 で あ る 。 航 年 防 除 に は 微粒 剤

( 106�300 μm) と 微粒剤 F (63�2 1 2  11m) が利J IJ さ れ，

林地除草 を 除 き 微粒 剤 F が使 用 さ れ て い る 。 微粒 庁IJ F 

は ， 通常の散布条件 で は ド リ フ ト ( j'�1孜) が ほ と ん ど な

く て 目 標 に 正確 に ， ま た 繁茂 し た 作物草冠 内部へ も 到達

さ せ る こ と がで き る 特徴 ・ 利点 が あ る 。 散布環境 の厳 し

い関東 ・ 東海地域 に お い て 水稲用殺虫剤 で利 JiJ さ れ て い

る 。 適用機種 ご と に 飛行諸元， 散布間隔等が作業実施基

準 で定 め ら れ て お り ， 専用散布装ii!l� で散布 さ れ る o

6 ガ ン ノ ズル ス プ レ ーシス テ ム

ガ ン ノ ズ ル ス プ レ ー シ ス テ ム は ， 1��，lj J同文化財 の 消 火 打l

に 開発 さ れた 装置 を 単木 や松並木 な ど の マ ツ ノ マ ダ ラ カ

ミ キ リ の 防除剤 の 散布IH に 改良 し た も の で あ る 。 改良 ガ

ン ノ ズ ル ス プ レ ー シ ス テ ム は ， 散布I幅， 散布 ttt， ボ タ 落

ち ， ド リ フ ト ， パ イ ロ ッ ト へ の 負担続減 な ど の 問題点 が

改善 さ れ， マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミ キ リ 羽化 ・ 脱出直後成虫 の

枯損立木 に お け る 防除効果， 相i損立木 に 対 す る 単木散布

と そ の 隣接周辺立木 に 対 す る 円域散布 の 有効性な ど の 試

験結果 を踏 ま え て ， 機種 と 散布装i凡 飛行諸元， 飛行間

隔 な ど の散布基準が設定 さ れ， 単木 を 対 象 と す る 散布 と

林分 を対象 と す る 散布 に お け る 実施要領が定 め ら れ て い

る 。 ま た ， 展 着 剤 の ア ロ ン A 添加! に よ り 散:flillriii は 少 な

く な り ， 微粒子 は減少 し て 有効散布阪以遠への 飛散が減

少す る こ と が明 ら か に さ れ て い る o

7 誘 引 板投下 お よ び不妊化成虫の 空 中 放飼

1 )  誘引板投下

ミ カ ン コ ミ パ エ の 防 除 に 誘 引 抜 ( テ ッ ク ス 紋) を

1�2 ha 当 た り 一個散布 す る た め に 試作 ・ 開 発 さ れ た 投

下 装 置 で 飛 行 高 度 20 l11 か ら 目 標地 点 の 7�8 11l 以 内 に

落下 さ せ る 方法 で あ る 。 高度が高 く な る ほ ど分散が大 き

く な る が， 誘 引 板 の 散布 に へ リ 利 川 の 可能 性 が 示 さ れ

1968 年か ら 誘殺 テ ッ ク ス 板 法 と し て 事業 散布 に 利 川 さ

れ， そ の 後不妊虫放飼法がcl'心 と な り ， 小面積 な が ら 現

在 も 続 い て い る 。

2)  ウ リ ミ パ エ の 不妊化成虫放かj

ウ リ ミ パ エ 不妊成虫 を 放飼 す る こ と に よ る 防除 は ， 誘

引 殺虫剤の散布 で野外の生息密度 を 一定 レ ベ ル ま で下 げ

た 抑圧防除後 に 航空防除 な ど に よ る 不妊虫放飼 て、根絶す

る 方 法 で あ る 。 放飼数 は 野't:.雌 l 頭 に 対 し て 不妊雄成虫

2 頭以 " . の割合 と さ れ， こ の た め 放飼装置 の 開発， ウ リ

ミ パ エ の輸送条件， 放飼 ま での 餌 ・ 麻附処理条件， 落下

高度 ・ 速度 ・ 範þt-I ， 拡散程度， 放飼方 法 ・ 時期 等 に つ い

て 室 内 試験や 空 中 放飼試験が試験研究機関 と 密接 な連携

の 下 に 実施 さ れ， 放飼 さ れ た 成虫 の 生存 ・ 活動条件， 作

業能率 な ど実際の放飼 に 際 し て の 最適条件が設定 さ れ，

そ の 条件 に 従 っ て 空 中 放飼 さ れ て い る 。 な お ， ウ リ ミ パ

エ 再侵入|切除 に ， ま た 新 た に ア リ モ ド キ ゾ ウ ム シ 娘絶防

除 に こ れ ら 技術 は 引 き 継が れ て い る o

お わ り に

空 中 散布 の 特徴 は ， 広 域 一 斉 防 除 に 適 す る こ と で あ

り ， イ ネ ウ イ ル ス 病 の媒介虫 あ る い は い も ち 病 な ど空気

伝染性の病害等周 WH を 含 め て 広範聞 に 適期 に 一斉防除 を

要 す る も の に 効 果 的 で あ る ( 高 平， 1 968) 。 そ の 意味 に

お い て ， 水稲， ム ギ ， ダ イ ズ ， 林野等 に お け る 病害虫，

あ る い は ミ パエ 類等 の 広域一斉防除 に ， ま た 最近 の カ メ

ム シ �iや 、11.成 5 年の い も ち 病の 防除 で見 ら れ る よ う に 広

く 異常発生 し た 病者虫等の 緊急防l除 に 大 き な 役割 を 果 た

し て い る o 省力 ・ 低 コ ス ト ・ 安定生産 に 期待す る 現場 の

要訪や専業農家 の 減少， 担 い手不足 に よ る 作業委託が憎

加 し て い る 現状 を 踏 ま え て ， 航空防除 お よ び無人 へ リ 防

除 に 対す る 期待 は 今後 も 変わ り は な い で、 あ ろ う 。 現在の

散布飛行 方 法等 の 空 1/ '散布 の 実施基準 は ， 全 て 農林水産

航空事業 の 合理化試験 や 新 分 野 開 発試験 な ど の [11 で 実

施 ・ 開発 さ れ た 技術J を 基 に 制定 さ れ た も の で あ る 。 航空

防除技術の 目 指 す ゴ ー ル は ， 作物の病害虫等 に よ る 被害

を効率的 に 防 ぎ， か つ 可能 な 限 り ド リ フ ト を ゼ ロ に 近 づ

け る こ と に あ る 。 次号 で は ， こ の ゴ ー ル を 目 指 し て ， ヘ

リ コ プ タ ー の 特性 で あ る ダ ウ ン ウ ォ ッ シ ュ に よ る 押 し 下

げ気流の長所 を 生か し ， か つ 欠点 を い か に 軽減 し よ う と

し た 技術開発 を 行 っ て き た か に つ い て 紹介 し た し 、

参 考 文 献
1 )  BI I州、 ， . A.  (1倒的 : Za日acl. Ekono. Ro]ncj : 2， 57�7:l (じAB

abslracl よ り )
2) IJ;:，Hノ:KJ!r'航空協会朝日i (2000) : 航空防除nm楽要 覧
:1 ) --- ( 2000) : !!!\人ヘリコプター! 日 農薬'且j覧.
4) --- (2001) 伐林水版航'fT事業技術指針
5) --- (20(1 1 )  : i)n � nJ 無人ヘリコプタ ー に よ る 病害虫IVi除実

』包 (， の た め の [0') 1 さ
6) IJH+ノ:Ki!主 省航物防佼探 ( 1 960�20(0) : 11;:'1'+ノ:Kil�航空 事 業 関 係

資料.
7) 監修 (1989� 2(00) ・ 伎楽要'Ç'i， ] ] ;本航物w1疫協会.
自) r旬 、|ぺ 保 ( l 96B) 伎林航空技術 ノ 、 ン ド ブ ッ ク 地球出版制 ， W

)j(， p :l20�:l2:l 
9) 1 1 川 χ 1 . 1-:[1 W. ( 1 991) : Forsh. Agr. Arb. FoJ'. lInd Leh rc MEG. 

21 :1， pp.  174 (CAB abstract よ り )

一一一 1 7 一一一


